
　

シリーズ 第４回

活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
南
自
治
会

会
長

嘉
松

晧

広
報
部
長

篠
崎

正
信

南
自
治
会
は
、
相
模
原
市
の
南
端
に

位
置
し
、
小
田
急
江
ノ
島
線
沿
い
に
中

央
林
間
駅
方
面
に
大
和
市
と
の
市
境
ま

で
細
長
く
伸
び
て
い
て
、
林
間
自
治
会

と
相
和
自
治
会
に
隣
接
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
総
数
は
約
４
５
０
世
帯
で
、
戸
建

の
多
い
静
か
な
住
宅
地
で
す
。

３
年
前
に
新
築
し
た
自
治
会
館
は
、

東
林
み
な
み
公
園
に
隣
接
し
て
お
り
、

公
園
の
清
掃
は
も
ち
ろ
ん
、
行
事
を
行

う
と
き
は
大
変
便
利
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
小
規
模
な
が

ら
準
防
災
拠
点
と
し
て
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
簡
易
型
消
火
設
備
と
地
下
備

蓄
倉
庫
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
の
基
本
的
な
方
針
は
、
「
明

る

く

楽

し

い

み

ん

な

の

自

治

会
」

と

「
安
全
で
安
心
で
き
る
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
」
と
「
自
治
会
館
を
利
用
し
よ

う
」
の
３
点
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
未
来
の
自
治

会
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
が
、

「
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
」
と
思
え
る
よ
う

に
、
春
・
秋
の
集
い
に
は
親
子
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
、
納
涼
祭
で
は
子
ど
も
神
輿
を

担
ぎ
、
餅
つ
き
大
会
、
地
区
の
体
育
祭

へ
の
参
加
、
役
員
も

参
加
し
て
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
た
く
さ

ん
の
行
事
を
通
し
て

子
ど
も
育
成
の
一
端

に
な
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。

（
写
真
：
南
自
治
会
館
）

相
模
大
野
ハ
イ
ツ
自
治
会

会
長

谷

健
一
郎

相
模
大
野
ハ
イ
ツ
は
７
階
建
て
の

２
棟
、
２
８
０
世
帯
か
ら
な
り
、
１
９

７
１
年
に
分
譲
さ
れ
た
東
林
地
区
で
も

最
古
参
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

目
の
前
に
は
コ
ン
ビ
ニ
や
公
園
、
近

隣
に
は
新
町
中
学
校
や
森
下
記
念
病
院

東
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
東

林
間
駅
に
も
相
模
大
野
駅
に
も
歩
い
て

い
け
る
便
利
な
住
み
よ
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。
た
だ
こ
の
２
棟
、
A
棟
は
１
丁

目
に
、
B
棟
は
４
丁
目
に
道
路
を
隔
て

て
建
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
期
の
自

治
会
活
動
は
避
難
所
の
統
一
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
自
治
会
活
動
、
以
前
は
子
ど
も

を
中
心
と
し
た
活
動
で
交
流
も
活
発

だ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
減
少
や

独
立
に
伴
い
行
事
や
活
動
の
休
止
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
居
住
者
交

流
の
場
と
し
て
『
ふ
れ
あ
い
の
会
』
が

活
動
し
て
お
り
、
談
話
や
情
報
交
換
の

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
、
健
康
維
持
の

「
太
極
拳
教
室
」
、
趣
味
活
動
の
「
自

由
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
”
楽
し
い
マ
ン

シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
”
を
目
標
に
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
に
定
期
的
な
勉
強
会
を
お
願

い
し
、
健
康
生
活
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
民
生
委

員
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
「
災
害
時
要
援
護
者

支
援
活
動
」
へ
の
取
り
組
み
を
ユ
ッ
ク

リ
と
で
す
が
は
じ
め
て
い
ま
す
。

多
少

な
り

と

も
お

役
に

立

て
れ

ば
と

思
い
、
今
年
自
治
連
広
報
委
員
に
就
任
し

ま
し
た
。

最
近
か
な
り
体
力
が
落
ち
、
ち
ょ
っ
と

し
た
運
動
で
足
腰
が
痛

く

な
っ
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
極
力
、
体
と

頭

を

動

か

し

て

若

さ

を

保

ち

た

い

と

思
っ
て
い
ま
す
。
歌
と
飲
み
会
も
歓
迎
。

（
黒
子

信
雄
）

今
回
、
東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
の
広

報
委
員
を
担
当
す
る
こ

と

と
な
り
ま
し

た
。
自
治
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

『
と
う
り
ん
』
の
編
集
等
々
、
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
を
受
け

市
民
の
皆
さ
ん
に
見
や
す
く
、
愛
さ
れ
る

広
報
紙
創
り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

（
蔵
元

義
弘
）

編
集
後
記

我
等
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

さ
が
み
南
自
治
会

会
長

秋
山

季
猷

相
南
１
丁
目
２
４
番
、
こ
こ
が
我
等

の
居
所
で
す
。
敷
地
面
積
約
１
６
５
０

０
㎡
の
私
有
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
集
合
住
宅
１
３
棟
（
う
ち
１
棟
は

市
営
住
宅
と
し
て
市
に
賃
貸
）
に
６
１

１
世
帯
（
市
営
住
宅
５
号
棟
５
０
世
帯

を
除
く
）
が
居
住
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
す
。

１
０
数
年
前
、
再
開
発
に
際
し
市
に

寄
贈
し
た
、
さ
が
み
南
公
園(

１
５
５
０

㎡
）
に
お
い
て
元
旦
か
ら
大
晦
日
ま
で
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
毎
日
、

N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
を
励
行
す
る
こ
と

で
地
域
住
民
に
情
報
交
換
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
私
達
の
「
こ
ど
も
１
１

０
番
の
家
」
で
は
、
近
隣
の
東
林
中
学

生
３
人
、
東
林
小
学
校
複
数
人
の
求
め

に
応
じ
間
食
を
提
供
し
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
哺
育
の
一
端
を
支
え
て

い
ま
す
。
私
達
複
数
の
仲
間
は
、
毎
朝
、

私
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
そ
の
周
辺

公
道
の
塵
拾
い
を
実
践
し
、
環
境
美
化

に
此
の
方
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
が
国
の
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る

少
子
高
齢
化
は
、
我
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
お
い
て
も
、
そ
の
例
に
洩
れ

ず
加
齢
と
と
も
に
心
身
機
能
が
低
下
し

た
独
居
老
人
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の

う
え
長
い
人
生
経
験
に
基
づ
く
プ
ラ
イ

ド
か
ら
な
か
な
か
公
共
の
助
け
を
借
り

よ
う
と
し
な
い
頑
な
さ
が
周
辺
に
波
風

を
立
て
る
が
、
そ
れ
す
ら
理
解
で
き
な

い
こ
と
か
ら
起
こ
る
摩
擦
は
、
増
え
こ

そ
す
れ
減
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
と
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
を
甘

受
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

平
成
２
９
年
度

下
半
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月

○
東
林
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

１
０
月

○
地
区
体
育
祭

○
東
林
ふ
く
し
ま
つ
り

１
１
月

○
地
区
防
災
訓
練

１
２
月

○
安
全
・
安
心

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
年
末
年
始
特
別
警
戒

平
成
２
９
年
度
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長
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澤
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齋
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